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青

五
八
。
年
代
に
纏

の
主
要
な
教
育
施
策
に
「
学

教

力
向
上」
が
掲
げ
ら
れ
全

県
民
的
な
運
動
と
し
て
「
学

力
向
上
対
策
」
が
始
ま
っ

た
。
今
で
こ
そ
「
学
力
向
上
」

と
か

「
学
対
」
は
全
国
的
な

言
葉
に
な
っ
て
い
る
が
、

当

時
は
沖
縄
で
し
か
通
用
し
な

い
も
の
だ
っ
た
。

そ
う
い
う

意
味
で
は
、
沖
縄
は
「
学
力

向
上
」
先
進
県
と
言
え
る
。

そ
し
て
県
教
育
庁
は
、

二

十
年
来
の
「
学
力
向
上
」
の

成
果
と
し
て
、

「
達
成
度
テ

ス
ト
」
の
平
均
点
と
大
学
入

達成度テスト

山
本

隆
司

試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
全
国
順

位
の
上
昇
を
挙
げ
て
い
る
。

一
九
八
九
年
、
県
教
育
庁

達
成
度
テ
ス
ト
の
平
均
点
と

順
位
の
上
昇
に
な
っ
て
し
ま

っ

た
。

達
成
度
テ
ス
ト
の
成
績

は
、
学
校
や
教
師
評
価
に
つ

な
が
る
と
い
う
意
識
か
ら

か
、
対
象
の
小
六
と
中
二
（
二

〇
〇
七
年
度
か
ら
は
小
四
と

中
二
）
で
は
、
授
業
中
や
放

課
後
、

夏
休
み
に
対
策
間
題

四
十
点
半
ば
ま
で
上
が
っ
て

し
ま

っ

た
。

テ
ス
ト
は
本
来
、

学
習
し

た
成
果
を
客
観
的
に
分
析
し

て
、
今
後
の
学
習
や
指
導
に

役
立
て
る
こ
と
が
目
的
で
あ

る
。

数
字
を
上
げ
る
こ
と
が

目
的

化

し
て

し
ま

う
と
、

テ

ス
ト
本
来
の
意
味
が
な
く
な

つ
て

し

ま
う
。

つ
ま

り
、

テ

ス
ト
に
出
る
こ
と
だ
け
を
学

習
し
、

出
な
い
こ
と
は
学
習

し
な
く
な
る
。

年
齢
の
早
い

時
期
か
ら
テ
ス
ト
対
策
を
す

る
と
、

競
争
で
し
か
学
習
意

欲
が
わ
か
な
く
な
る
。

当
然

の

こ
と
だ
。

沖
縄
の
小
学
生
は
達
成
度

テ
ス
ト
で
非
常
に
高
い
点
数

を
取
っ
て
い
る
が
、

中
学
生

点
数
目
的
化
で
意
欲
低
下

作
成
の
達
成
度
テ
ス
ト
が
小

中
学
校
で
始
ま
っ
た
。

達
成

度
テ
ス
ト
の
結
果
公
表
は
、

各
教
育
事
務
所
単
位
ま
で
と

さ
れ
て
い
る
が
、

学
校
・
市

町
村
単
位
の
平
均
点
や
順
位

は
公
然
と
知
れ
渡
る
よ
う
に

な
り
、

い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か

「
学
力
向
上
」

の
目
的
は
、

を
特
訓
す
る
の
が
普
通
に
な

つ
て
い
る
。

毎
年
同
じ
よ
う
な
問
題
ば

か
り
が
繰
り
返
し
出
題
さ
れ

る
の
で
、

上
手
に
対
策
す
れ

ば
平
均
点
の
上
昇
は
さ
ほ
ど

難
し
く
な
い
。

小
六
に
お
い

て
は
、

当
初
五
十
点
満
点
で

三
十
点
前
半
の
平
均
点
が
、

（点）小６算数の達成度テスト平均点の推移
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に
な
る
と
点
数
も
意
欲
も
急

激
に
落
ち
て
い
く
。

さ
ら
に

高
校
生
は
高
校
入
試
時
に
学

力
が
頂
点
に
な
り
、

そ
の
後

は
中
学
生
の
時
よ
り
学
力
が

落
ち
て
い
く
場
合
が
多
い
。

早
い
時
期
か
ら
の
テ
ス
ト
対

策
が
学
力
低
下
を
招
い
て
い

る
。

求められる「学び」の本質
大
学
セ
ン
タ
ー
試
験
で
沖

縄
は
、
数
年
前
に
四
十
七
位

を
脱
出
し
、

現
在
四
十
位
前

後
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

し

か
し
、

現
役
生
の
セ
ン
タ
ー

試
験
志
願
率
は
約
２１
％
。

全

国
平
均
４０
％
の
約
半
分
だ
。

つ
ま
り
、

一
部
の
進
学
校

と
そ
う
で
な
い
高
校
の
学
力

の
二
極
分
化
が
急
激
に
進
行

し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

受
験
や
テ
ス
ト
で
の
競
争
を

基
本
に
、

「
学
力
向
上
」

を

進
め
た
結
果
、
沖
縄
の
高
校

生
の
約
８０
％
は
、

そ
の
競
争

の
ス
タ
ー
ト
に
も
立
っ
て
い

な
い
と
い
う
深
刻
な
状
況
に

陥
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
、

求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
競
争
の
原
理
を
超
え
た

「
本
来
の
学
び
」
を
追
求
す

る
こ
と

で
あ
る
。

（小
学
校
教
諭
）


